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  議長の加藤忠執行委員（左側/西大泉）
               と 井上清貴さん（右側/南田中）

練
馬
支
部
第
　
回
定
期
大
会
   

６３

  ※
役
職
名
、氏
名
、分
会
名

         の
順
で
掲
載
し
ま
す

                     （
敬
称
略
）

支
部
執
行
委
員
長

   福
岡
 忠
行
（
石
神
井
）

支
部
副
執
行
委
員
長

   可
兒
 美
憲
（
大
泉
東
）

   上
原
 誠
（
早
宮
）

   上
原
 良
子
（
早
宮
）

   和
嶋
 英
人
（
田
柄
）

   伊
藤
 慶
一
郎
（
新
豊
玉
）

支
部
書
記
長

   池
田
 直
隆
（
常
駐
）

支
部
書
記
次
長

   佐
藤
 大
地
（
常
駐
）

   亀
川
 佑
介
（
常
駐
）

   友
成
 京
介
（
常
駐
）

支
部
常
任
執
行
委
員

   礒
野
 進
（
上
石
神
井
）

   藤
井
 清
一
（
旭
町
光
が
丘
）

   肥
野
 信
彦
（
石
神
井
台
）

   小
玉
 祥
子
（
春
日
）

   大
髙
 健
次
（
大
泉
東
）

   畑
澤
 友
美
（
南
事
業
所
）

   三
角
 真
弓
（
高
松
）

   石
田
 靖
尚
（
豊
玉
）

   赤
松
 雄
太
（
練
馬
／
支
部

   青
年
部
長
）

支
部
執
行
委
員

   中
尾
 幸
一
（
北
練
馬
）

   中
山
 千
里
（
田
柄
）

   川
村
 圭
介
（
桜
台
）

   豊
島
 浩
一
郎
（
豊
玉
）

   小
名
 日
出
夫
（
春
日
）

   三
角
 誠
（
高
松
）

   高
橋
 健
次
（
貫
井
）

   井
村
 満
（
南
田
中
）

   柄
澤
 耕
一
（
大
泉
東
）

   徳
島
 智
津
代
（
学
園
）

   加
藤
 忠
（
西
大
泉
）

   直
江
 伸
介
（
泉
）

   住
友
 光
一
（
石
神
井
台
）

   輕
部
 利
行
（
上
石
神
井
）

   工
藤
 吉
春
（
旭
町
光
が
丘
）

   秋
元
 泰
史
（
石
神
井
）

   木
所
 浩
司
（
谷
原
台
）

   小
岩
 比
呂
也
（
関
町
）

   佐
藤
 正
三
（
新
大
泉
）

   小
谷
 昭
和
（
早
宮
）

   金
澤
 智
（
中
村
）

   奈
良
 正
隆
（
富
士
見
台
）

   中
込
 祐
（
新
豊
玉
）

   郡
司
 秀
隆
（
北
大
泉
）

 【
選
出
中
】

   練
馬
、土
支
田
、北
事
業
所
、  

   南
事
業
所

支
部
常
任
執
行
委
員
待
遇

  支
部
主
婦
の
会
会
長

   神
尾
 恵
美
（
田
柄
）

支
部
執
行
委
員
待
遇

  支
部
主
婦
の
会
事
務
局
長

   荒
川
 富
士
子
（
大
泉
東
）

  支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長

   佐
渡
 則
年
（
高
松
）

  本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
副
幹
事

   佐
藤
 金
作
（
新
大
泉
）

  本
部
青
年
部
副
部
長

   新
島
 秀
成
（
早
宮
）

支
部
会
計
監
査

   天
野
 一
也
（
旭
町
光
が
丘
）

   加
藤
 明
（
西
大
泉
）

   春
日
 三
治
子
（
中
村
）

                                以
上

２
０
２
０
年
度
 練
馬
支
部
新
役
員

後
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
お

読
み
頂
い
た
各
位
に
は
心
よ

り
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。

▽
こ
の
２
年
の
内
容
を
振
り

返
る
と
、
あ
る
国
の
政
治
へ

の
憤
り
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
国
は
、
政
権
与
党
に
よ

る
虚
偽
や
利
権
で
塗
り
固
め

ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
へ

の
異
常
な
固
執
、
猛
威
を
ふ

る
う
自
然
災
害
へ
の
初
動
対

応
の
遅
れ
、
外
国
人
労
働
者

へ
の
冷
遇
、
そ
し
て
現
在
多

く
の
人
が
苦
し
み
犠
牲
と
な

っ
て
い
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
」へ
の
心
な
い
対
応

な
ど
、「
国
民
の
た
め
」の
存

在
意
義
が
ま
っ
た
く
な
い
。

▽
特
に
そ
の
国
の
宰
相
は
、

今
の
座
に
し
が
み
つ
い
て
い

る
。
宰
相
を
は
じ
め
と
す
る

政
権
は
、
大
切
な
税
金
で
雇

わ
れ
て
い
る
期
限
付
き
の
公

僕
で
あ
り
、
商
店
に
例
え
れ

ば「
雇
わ
れ
店
長
」に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
店
長
が
自
分
勝
手

に
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
、

店
が
潰
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
雇
用
主
か

ら
懲
戒
解
雇
と
賠
償
請
求
を

さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
国
は
、
雇
用
主

で
あ
る「
国
民
」の
監
視
が
依

然
弱
く
、
使
え
な
い
雇
わ
れ

店
長
を
引
き
ず
り
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま

後
退
し
て
よ
い
の
か
、
私
た

ち
の
国
「
日
本
」。（
奈
）

   こ
の
コ
ー

ナ
ー
の
復
活

か
ら
２
年
が

経
ち
、
編
集

者
Ｎ
の
出
番

も
今
号
が
最

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
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学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

学 岳較

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

   ４
月
　
日（
土
）、
練
馬
支

１１

部
会
館
・
大
研
修
室
に
て
第

　
回
支
部
定
期
大
会
が
代
議

６３員
　
人
、
支
部
役
員
　
人
、

３２

２１

特
別
代
議
員
３
人
の
計
　
人
５６

の
出
席
に
よ
り
、
来
賓
な
し

本
会
議
の
み
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

   福
岡
忠
行
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
、
池
田
直
隆
書
記

長
に
よ
る
基
調
報
告
の
重
点

提
案
の
後
、
大
泉
東
分
会
か

ら
は
事
前
提
出
済
み
の
大
会

修
正
案「
拡
大
運
動
の
年
間

実
増
の
表
彰
に
つ
い
て
」、

「
分
会
表
彰
の
見
直
し
に
つ

い
て
」に
関
し
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
答
弁
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
住

宅
デ
ー
や
地
域
団
体
と
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
も
複
数

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

   そ
の
後
、
２
０
１
９
年
度

の
決
算
報
告
と
２
０
２
０
年

度
予
算
案
の
提
案
が
行
わ

れ
、基
調
報
告
と
予
算
案
に

つ
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

   役
員
改
選
で
は
、
福
岡
執

行
委
員
長（
石
神
井
分
会
）の

再
任
と
新
た
な
執
行
部
が
承

認
さ
れ
、
最
後
は

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
全
議
事
日
程
が

終
了
し
ま
し
た
。

   尚
、
分
会
活
動

経
験
報
告
に
つ
い

て
、
土
支
田
分
会「
若
者
世

代
の
組
合
活
動
参
加
に
よ
る

分
会
活
動
の
前
進
」、谷
原
台

分
会「『
働
き
盛
り
世
代
交
流

会
』の
経
過
と
特
徴
」、そ
し

て
和
嶋
英
人
副
執
行
委
員
長

に
よ
る
特
別
報
告「
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
助
成
制
度

の
活
用
」の
３
テ
ー
マ
の
登

壇
報
告
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
大
会
に
お
い
て
は

「
分
会
経
験
報
告
集
」で
確
認

頂
き
、
別
の
機
関
会
議
等
で

改
め
て
報
告
の
機
会
を
設
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

   今
回
は
、
規
模
縮
小
か
つ

時
間
短
縮
で
の
大
会
開
催
と

な
っ
た
た
め
、
不
十
分
な
項

目
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、今

後
の
機
関
会
議
や
専
門
部
会

で
補
っ
て
い
き
ま
す
。

異
例
の
規
模
縮
小
で
開
催
さ
れ
る
  

曳 栄叡叡叡

曳 栄叡叡叡

   練
馬
支
部
定
期
大
会
に

ご
参
加
の
皆
様
、
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。
練
馬
支

部
執
行
委
員
長
の
福
岡
忠

行
で
す
。
本
日
の
定
期
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、

今
ま
で
に
な
い
変
則
的
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
に
は
大
変
ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
す
。
ま
た
、
随

所
に
い
た
ら
ぬ
点
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理

解
・
ご
協
力
の
も
と
、
今

大
会
を
無
事
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   昨
年
は
、「
令
和
」

と
い
う
新
し
い
時
代

の
幕
開
け
と
な
り
、

練
馬
支
部
に
と
っ
て

も
支
部
結
成
　
周
年

６０

を
迎
え
た
節
目
の
年

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
と
と

も
に「
ど
け
ん
ね
り
ま
フ
ェ

ス
タ
」、「
支
部
結
成
　
周
年

６０

記
念
式
典
・
祝
賀
会
」を
滞
り

な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

   ま
た
、
昨
年
は
自
然
災
害

の
脅
威
に
改
め
て
建
設
業
の

力
が
地
域
と
の
連
携
の
中
で

活
か
さ
れ
、
必
要
と
な
っ
て

い
る
か
、
改
め
て
実
感
を
し

た
1
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
１
月
早
々
か
ら
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
騒
が

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
に

対
し
て
規
模
縮
小
、
中
止
ま

た
は
延
期
と
な
り
、
先
が
読

め
な
い
状
態
で
す
。
こ
の
状

況
で
は
、
建
築
現
場
に
材
料

・
資
材
・
工
具
・
金
物
す
べ

て
の
流
通
が
滞
り
、
入
っ
て

こ
な
い
状
態
と
な
っ
て
、
現

場
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
我
々
の

生
活
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
状

況
を
い
ち
早
く
、
注
視
し
、

打
破
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

組
織
を
大
き
く
し
、
町
場
の

活
性
化
を
図
り
、
職
域
防
衛

・
仕
事
確
保
の
取
り
組
み
を

強
化
し
、
明
る
い
未
来
に
飛

躍
で
き
る
組
織
建
設
を
進

め
、
我
々
の
要
求
実
現
に
向

け
て
団
結
し
て
頑
張
っ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

   以
上
、
主
催
者
を
代
表
し

て
定
期
大
会
の
ご
あ
い
さ
つ

に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
日
一
日
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
運
営
委
員
長

  小
谷
昭
和
執
行
委
員（
早
宮
）

        池
田
直
隆
書
記
長

大
会
主
催
者
あ
い
さ
つ

          福
岡
 忠
行
 執
行
委
員
長
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場
の
様
子
（
練
馬
支
部
会
館
・
大
研
修
室
）
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求求
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  お
問
い
合
わ
せ
＆
申
込
み
は

     東
京
土
建
練
馬
支
部

                      求
人
・
求
職
係

     0
3
‐
3
8
2
5
‐
5
5
2
2
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   第７１回大手企業交渉は、新型コロナウィルスの
影響により中止となりましたが、全建総連関東地
協では、事務局を中心に、現場のコロナウイルス対
策にしぼった要請行動を行います。
   引き続き、現場改善などの要望は集約しますの
で、支部へ情報をお寄せ下さい。

（1）現場改善などの要望は、随時、企業側窓口を通
     じて申し入れできます。いつでもお寄せ下さい。
（2）コロナ対策の要請は、①現場での感染防止対策
     の徹底、②下請契約及び下請代金支払の適正化
     の徹底、③下請保護・雇用環境の改善の３点に
     なります。
（3）「現場のコロナ対策でお困りのことはありませ
     んか」と仲間に声をかけ、情報や要望を支部に
     お寄せ下さい。

  現場のコロナウイルス対策に関す現場のコロナウイルス対策に関するる
                          要望をお寄せ下さい要望をお寄せ下さい
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敬
称
略
）

   東京土建練馬支部第６３回定期大会は、新型コロナウイルスによる経済危機と
緊急事態宣言が発令されるという不安と混乱の中での開催を迎えました。し
かし、規模縮小開催ではありましたが厳しい情勢にひるむことなく、２０１９年度
を総括し、新しい２０２０年度における運動方針案を確認する支部定期大会とな
りました。
　振り返れば２０１９年度は１９５９年にわずか１０８人の仲間で結成された組合の記念
すべき６０周年の年でありました。改めて６０周年をひもといてみれば、要求実
現にむけた運動のなかで組織の前進と後退を経験するなどまさに栄光と挫折
の時代をくぐりぬけながら「たたかって学び、学んでたたかう」ことを文字どお
り実践してきた歴史の重さを深く刻んだものとなりました。

   そのような２０１９年度において組織課題では組織実増は実現できなかったも
のの支部結成６０周年という記念すべき１年において旺盛に組織強化活動が取
り組まれ、多くの分会で新しい役員、新たな活動家が生まれました。
　産業課題では建設従事者の処遇改善と職域防衛の足掛かりとなる建設キャ
リアアップシステムが動き始め、期待が膨らみ始めたところです。アスベス
ト訴訟では多くの仲間が志半ばで倒れるも第３陣提訴に踏み切り新たな局面
に入りました。地域防災においても練馬区との間で災害協定締結が目前とな
っています。
　国民的な諸課題では引き続き憲法を守る運動が各分会や地域で高まりを見
せ、１０％に増税された消費税問題についてもひるまず地域の仲間が手と手を
携えて運動を進めることでその力は決して弱まることはありません。

   そのような１年間をしっかり総括し今大会は２０２０年度にむけて決意を新た
にするものとなりました。実増にむけた拡大運動を推進し７０００人支部回復を
目指します。
   後継者育成では組合の将来を担う活動家のさらなる発掘を目指します。ま
た、産業分野では建設キャリアアップシステムをさらに推進させ、社会的にも
認知されるよう運動を進めます。
   東京オリンピック・パラリンピック延期のなかで行われる東京都知事選につ
いては混乱の中でも暮らしと仕事に対する東京土建の要求を明確にしてたた
かいます。
   政治課題や憲法に関しては「暮らしと仕事」に大きく関わるまさに生活その
ものであるという認識に立ち返ってさらに諸運動を進めていきます。

   以上をふまえ、多くの国民が経験したことのないこの難局を乗り越える意志
をより強固なものにしながら第６３回支部定期大会は建設従事者の仕事と権利
拡充にむけて組織の力を結集し、さらに大きな力を発揮して奮闘する１年と
することを決意し大会宣言とします。

               ２０２０年４月１１日　東京土建一般労働組合練馬支部　第６３回定期大会

東京土建一般労働組合練馬支東京土建一般労働組合練馬支部部
   第６３回定期大会 大会宣第６３回定期大会  大会宣言言

域育

域育

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思

い
ま
す
。
原
水
禁
世
界
大
会
へ

の
参
加
な
ど
、
普
通
の
生
活
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
体
験
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

   一
組
合
員
に
な
っ
た
ら
で
す

ね
、
元
気
よ
く
、
ま
た
皆
さ
ん

と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経

験
さ
せ
て
頂
き
た
い
な
と
思
い

ま
す
。
ま
あ
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
で
は
な

い
で
す
け
ど
も
、
一
旦
こ
こ
で

「
卒
業
」と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て

頂
け
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
普

通
の
男
の
子
に
戻
り
ま
す
。

   ５
年
間
本
当
に
、
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

挨拶する福岡執行委員長
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